
[武蔵国府跡（府中市）]探訪レポート

　　　　多磨寺へ向かうべく大國魂神社の東側道を歩く



通りすがりに国の史跡があった















　　　　灰色の地面平板が建物範囲を示す





　　　　砂利敷き部分は軒先雨落ちを示す









　　　　歩いてきた門跡方向を見る



　　　　この赤丸は柱のあった位置を示す





拡大版

国衙域、多磨寺跡、門跡、井戸跡などが示されている



国史跡「武蔵国府跡」、門跡方向を見る



この角から多磨寺へ向う京所道方向を見る



　　京所道（きょうずどう）



この高いマンションの位置に多磨寺（京所廃寺）があった



右のマンションが建設された際に発掘調査された



正面のマンションの位置



　　　　このあたり一帯に多磨寺があった



前方のマンション付近



正面の樹木の茂る部分に心礎状大石があった



　　　折角なので大國魂神社も観る





随神門改築、斎館新築、摂社・末社改修をしているようだ



　　　随神門





手水舎（唐破風付き）













多磨寺（京所廃寺）





　　多磨寺は多磨郡の郡寺で、出土した瓦から、創建年代は8世紀初頭とされる

　　　　7世紀末から8世紀初頭にかけて国衙・多磨郡（評）家・多磨寺が計画的に整備されていった



（ホ－ムページ「東国諸国の塔跡」より）



　　　　写真の猿渡家墓地が心礎状大石があった場所（その右手に先程のマンションがみえる）

（ホ－ムページ「東国諸国の塔跡」より）



心礎状大石や掘込地業遺構の位置

（ホ－ムページ「東国諸国の塔跡」より）



以上、府中市発行冊子より

参考ホームページ

http://www.city.fuchu.tokyo.jp/shisetu/komyunite/gekijo/kyodo/index.html

http://www.fuchu-cpf.or.jp/museum/act/koko/index.html
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